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関東地方整備局での取り組み

概 要

成 果 課 題

関東地方整備局では、平成２８年度から
一部の橋梁について職員自らが行う直営
点検・診断を試行している。

対 象 橋 梁：構造形式が単純な橋梁
参加予定職員数： １０名/橋

（講習会も兼ねている）
H２８ 実 施 数：１２橋（予定）

○職員の技術力向上

○軽微な損傷対応の迅速化

○過年度点検の不備の発見

○小規模橋梁でも時間を要するため、
効率化に向けた検討。

○点検職員の確保

○技術の伝承体制の構築
(職員の異動に伴う対応）

座学＋点検＋診断検討をセットで実施

座学 診断検討

点検 点検

資料④－１

< 17 >



老朽化対策取り組み事例の紹介

２６年度から法令点検開始、各都県メンテナンス会議発足、点検３年目

課題 予算、体制、技術、国民の理解・協働

各地でインフラメンテナンスを進める取り組みを実施
１．技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会）
２．コスト縮減、創意工夫（直営点検、技術開発など）
３．メンテナンスの必要性を伝える活動（学習会、講演会、地域一体型、
パネル展）

４．多様主体との連携（大学、市民・OBなど）

取り組み事例を共有
各道路メンテナンス会議構成メンバーによる積極的な取り組みの展開を期待
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秦野市での取り組み （技術力向上）

概 要

成 果

課 題

秦野市独自で土木技術職員向け、実橋
梁での点検講習を含む技術勉強会を開
催しました。

＜H27年度＞
道路インフラの現状の報告、老朽化への対
応のあり方について、横浜国道事務所等に
よる講演や、点検時の判定や対策に悩んだ
症例についての意見交換を実施しました。

○職員の技術力向上

○担当職員以外にも構造物の老朽化
対応技術を習得し、今後の維持管理体
制づくりに寄与

○講師の確保が困難 など
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概 要

成 果 課 題

愛川町では、一部の橋梁について職員自
らが行う直営点検を導入している。

対 象橋 梁： 橋長５m以下の橋梁
（６９橋/１４２橋）

点検職員数： ２名
H２７実施数： １２橋

○職員の知識の向上

○点検実施率の向上

○外部発注より約２２００万円コスト減
（６９橋）

など

○現地点検後に作成する「点検調書」
等の書類整理に多く時間を要する。

○診断結果に不安が残るものがある。

○職員の異動による技術の伝承体制

など

愛川町での取り組み （技術力向上） 資料④－３
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首都高速での取り組み （広報、担い手育成）

概 要

成 果

課 題

首都高安全月間を設けて、①首都高
ウォッチング、②点検・補修デモンスト
レーション等を実施

○橋梁の維持管理の必要性に対する
理解向上

○学生への保全技術のＰＲを通じて、
メンテナンス市場の魅力向上 など

○会社関係者以外のモニターや学生
など一般の方の参加協力の拡大 など

資料④－３

グループ社員
の他、モニター
や学生、NPOな
どにも参加して
いただき、高架
下点検を実施

様々な点検
機器及び補修
技術の紹介や
高所作業車を
用いた実橋の
点検作業等の
保全技術を学
生等にＰＲ

①首都高ウォッチング

②点検・補修デモンストレーション
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公益財団法人神奈川県都市整備技術センターでの取り組み（新技術）

概 要

成 果

課 題

○道路施設維持管理共同システムを活
用することで最適な修繕年次計画の立
案が可能となり、「予防保全型維持管理」
の導入促進
○道路施設のライフサイクルコストの縮
減が可能
○市町村共同利用方式で運用すること
で、システム管理などに係る市町村職員
の負担低減

○システム運用費用の財源確保
○修繕費用算出の精度向上 など
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道路施設（橋
梁、道路トンネ
ル、道路附属
物、道路構造
物などのメンテ
サイクル

点検結果の
入力により、予
算額内で最適
な年次修繕計
画の立案

①メンテナンスサイクル

②年次計画

平成２８年度から道路施設管理のメンテナ

ンスサイクルを実現する「道路施設維持管
理共同システム」を市町村共同利用方式で
運用開始
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